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1. 試験開始の指示があるまで、問題冊子および解答用紙には手を触れないこと。

2. 問題は4~ 8ページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答

用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。

3. 解答はすべて、HBの黒鉛箪またはHBのシャープペンシルで記入すること。

4. マーク解答用紙記人上の注意
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(!) 印刷されている受験番号が、自分の受験番号と一致していることを確認したうえで、氏名欄に氏名を

記入すること。

(2) 所定欄以外に受験番号・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

(3) マーク欄にははっきりとマークすること。また、訂正する場合は、消しゴムでT寧に、消し残しがな
いようによく消すこと。

マークする時1-良い〇悪い C)悪い
•..• ...• -~ •• ̀` `̀  ~ `........... 

マークを消す時につ良い〇悪い 0 悪い

(4) 分数形で解答する場合の分母、および根号の中の数値はできるだけ小さな自然数で答えること。

(5) 問 l から問 5 までのい〗＇ ［□， □汀，"•にはそれぞれ、一 59, -58,..., -2, -1, 0, 1, 
2,..., 58, 59のいずれかが当てはまる 。 次の例になら って、マーク解答用紙のア，イ ， ウ ・ 9•で示され

た欄にマーク して答えること。

例 1 アに3、イに一5、ウに30、エにー24、オに0と答えたいときは次のようにマークすること。

十 の 位 の位

l 2 3 i 4 5 

゜
1 i 2 ! 3 

··-＂り•一•` n.. ．‘̀ ｀→一~

4 5 6 7 8 ， 

゜
。
゜
0 

゜゚ ゜
＜二）

一゚゜
0 

゜゚ ゜゚
一゜

〇

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ 一゜゚ ゜
ここ）

゜゚
こう ． 
゜゚ 一゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜

くつ

゜
一
ぐ＞

一
〇

゜
こ

゜゚
〇

一゚゜゚ ゜゚ ゜
' -- l ^” 

ォ

゜゚ ゜゚ ゜゚ 一゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜例 2 旦〗炉＋ □〕炒十 9]x十円 に 一x3+x2 -1と答え たいときは、［月に一1、□日
に1、 三 ］に0、三□に一1を入れること。

5. 解答はすべて所定の解答柵に記人するこ と。所定欄以外に何かを記人した解答用紙は採点の対象外とな

る場合がある。

6 試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、等記用具を置き解答用紙を裏返しにすること。

7. いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出すること。
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【問 l】

(1)表面にアルファベットが，裏面には自然数が書かれている 5枚のカー ドが，

次のように置かれている．

□l :
 
□ m
 

囚

これら 5枚のカードに対する命題「表面がアルファベット Pならば，裏面は

素数である」の真偽を調べるために，できるだけ少ない枚数のカードを裏返

して確認したい．左から n番目の位置にあるカードを裏返す必要のあるとき

にはan=l,必要のないときにはan=0とするとき，

5 

こ叩k-1＝戸
k~l 

である．

(2) 2次関数y= ax2 +bx+ cの係数a,b, cは次の条件をともに満たすとする．

条件 1. a, b, cは互いに異なる．

条件2. -3以上5以下の整数である．

この2次関数のグラフが，原点を通り，かつ，頂点が第1象限または第3象

限にあるようなa,b, cの組は全部で□□組ある．
(3)△ABCにおいて， 3つの角の大きさをA,B, Cとし，それぞれの対辺の長さ

をa,b, cとする．

5a2 -5が＋6bc-5c2 = 0 

のとき， sin2A + cos2A =口である．
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【問 2】

2 sin 0 + sin 20 + 2 sin 30 -2 sin 20 cos 0 > 0 (0 < 0 < 1r)を満たす0の範囲は，

0<0< 
日］
巳

冗，
巳〕
万＜0<冗

口」
である．
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［問 3】

正四面体OABCの辺BCの中点を M,辺OCを1: 2に内分する点を Nとする．

点Nと平面OABに関して対称な点を Pとする．このとき，

→万］国＋コ 0B＋サ oc
OP= 
ローロー
ロ

である．次に，点Qは平面OAB上の点で， IMふ＋心和が最小になる点とする．こ
のとき，

司＝
三瓜＋ビ］嘩

三〕
である．
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［問 4】

互いに異なる実数a,b, cについて， a+ b + c = 0, be + ca + ab = -3であると

き， abc のとりうる値の範囲は，口~<abc く［三］である ． さらに， a<b<c の

とき， a,b, c のとりうる値の範囲は，ロ2J<a く口~<b< ［［〕 <c く口［で
ある．
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［問5】

aを実数とする．関数

f(x) = -x2 + 6x (a -2 ~ x ~ a) 

の最大値をg(a)，最小値を h(a)とする．このとき， ab平面においてb=g(a)のグ

ラフと a軸によって囲まれる部分の面積は□□］であり， ab平面においてb= h(a) 
戸

のグラフと a軸によって囲まれる部分の面積は である．

三〕

［以下余白l
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